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　令和3年4月1日付けでＪＣＨＯ九州病院（福岡県北九州市）から事務長と
して赴任いたしました山西と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　湯布院へは自然を体感しゆっくりした時間を過ごすために毎年、2～3回
家族旅行で訪れていました。昨年は新型コロナウイルス感染症の流行に伴
い県境をまたぐ移動が幾度となく制限され帰省もできず、ましてや湯布院
への旅行もできませんでしたが、まさか4月より、湯布院で働くことになると
は思いもしませんでした。少しずつ、湯布院とのご縁を引き寄せていたのか
もしれません。最近の新型コロナウイルス感染症ではデルタ株が猛威を振
るい若年、中年層を中心に感染患者が増加しています。ワクチンの接種が進
んでいますが終息するにはもう少し時間がかかりそうです。皆様の生活と
湯布院が早く昔のように活気ある全国有数の温泉観光地に戻ることを切に
願っています。
　最後に湯布院病院はこの地域にはなくてはならない病院です。そのため
にも病院の理念である地域医療の推進と病院の基本方針の地域に根ざ
し、地域に感謝され、地域に真に必要とされる病院を目指し微力ではあり
ますが頑張っていきますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願
い申し上げます。

事務長挨拶



　着任の挨拶に代えて　～人間万事塞翁が馬～

　皆様、温かく迎えて頂き本当にありがとうございます。着
任して6か月ですが、もう何年も居るような不思議な感覚で
毎日過ごしています。
　私は2000年4月から2年程、厚生年金病院時代に回復
期病棟専従医として勤務し、その後大学病院に戻り、摂食
障害などの心身症患者さんを主に診療してきました。19年
間の経験と培った技術を発揮し、心療内科を再興し、病院と地域医療に貢献できたらと思って
います。心療内科は、リハビリ患者さんにも役立つことが多く、皆さんと一緒に温かみのある医
療とリハビリを提供し、患者さんと家族に満足してもらえるよう努めます。
　さて、「人間万事塞翁が馬」という言葉を御存じでしょうか？ノーベル医学生理学賞を受賞し
た山中伸哉先生が講演で話される故事成語です。19年居た大学を離れることが決まった昨年
の秋、色々なことが重なり落胆していました。そんな時、ふと、「人間万事塞翁が馬」かもしれな
いと考え、視点を変え、明るく前向きな気持ちになれました。そして今、湯布院病院に来て良
かったと改めて思っています。心療内科とはちょっと違う話のように思われるかもしれません
が、重要な要素がこの言葉にあります。実際の診療では、患者さんの話をよく傾聴し、やりとり
の中で“気づき”を促します。その上で、新しい視点を持ち、認知と行動が良い方向へ変わってい
く手伝いをしています。認知（思考）を変える時に、この故事成語を引き合いに出すことも少な
くありません。是非、インターネット検索やYouTube検索してみてください。
　最後になりますが、心身の不調や悩みを抱えていたり、家族や知人に関する相談をしてみた
いと思ったりしたら、どうぞ気軽に話しかけてください。きっと何かお役に立てると思っていま
す。そして、これから末永くよろしくお願いします。
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　令和2年度より整形外科医師が１人増員となり、常勤医3人体制
で幅広く対応し診療を行っています。毎週水曜日には、大分大学
整形外科准教授の加来先生を招き、外来診療の充実をはかってい
ます。そのため、今まではできなかった救急疾患の受け入れ体制
も、内科の先生方の協力のもと整えています。安心して受診してく
ださい。
　今年度その体制を支えてくれるのが期待の新人、小畑先生と佐
藤先生のお二人です。（私を含め笑顔さわやか）チームとして迅速
かつ的確な診断と治療をおこない、一方ではリーダーとして後輩
を指導し、良い見本になれるように努力します。

　こんにちは。4月1日より新しく湯布院病院に
配属となりました整形外科の小畑彰と申します。
湯布院には何度か観光で訪れたことがあります
が、とても魅力のある街だと感じております。世
の中が落ち着いたらまたゆっくり観光できればと
思っています。微力非才の身ではございますが、
皆様のご期待に添いお役に立てるように精一杯
努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

佐藤  翔太

　初めまして。7月1日よりJCHO湯布院病院整形
外科に勤務させていただいております佐藤翔太
です。6月までは大分市医師会立アルメイダ病院
に勤務しておりました。急性期の紹介患者さんが
多いアルメイダ病院とは異なり、湯布院病院では
外傷・慢性疾患の手術加療を行いながらも、かか
りつけ医としての側面もあり、幅広い知識が求め
られます。より良い診療ができるよう、針先生の
熟練された技を盗みながら精進して参りますの
で、よろしくお願いいたします。

幅広く対応しています

整形外科で行っている手術 2020 年度手術件数 352 件

◆脊椎・脊髄外科

◆関節外科（人工関節等）股関節

◆関節外科（人工関節等）膝関節

◆外傷外科（骨折・脱臼・腱断裂等）上肢骨接合

◆外傷外科（骨折・脱臼・腱断裂等）下肢骨接合

17件

26 件

33 件

34 件

49 件

13 件

27 件

15 件

43 件

◆肩の外科（腱板断裂等）縫合

◆手の外科（腱鞘切開等）

◆末梢神経手術（手根管開放等）

◆異物除去術（上肢・下肢）

◆その他（抜釘・感染症・切断等）

整形外科のご紹介
Orthopaedic surgery

心療内科のご紹介
Psychosomatic Department 

　令和2年11月から眼科の診療を始め、令和3年９
月から白内障の手術を開始しました。手術は1泊2日
の入院で対応します。
　見え方が悪い、光がまぶしく感じるなどの症状が
ある方、他院で白内障と言われた方は早めの受診を
すすめます。

白内障手術 始めました。白内障手術 始めました。

荒川  哲夫


